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Omics オーミクス

• Genome, Epigenome, Transcriptome, 
Proteome, Metabolome, Metagenome etc.

• Interactome

• Grantome
• グラントの網羅的取得？

• DBが必要？公開できるか‥
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データ生産者と呼ばれて

• データ生産者とは

– とっさの連想：生産者米価、消費者米価

– お百姓さんか‥

– 良心的オーミクス農家とは‥

• 他人による再利用を意識してデータを出荷する人

• データベース構築者とは

– 流通業者？
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１０年前‥

• インタラクトームデータの収穫期
– 酵母のタンパク質間相互作用データ

• ２ハイブリッド総当たり戦

– IST: Interaction Sequence Tag （30K reads）

• データをどう見せるか？

（作物をどう出荷するか？）
– 消費者のニーズとは‥

• 生産者＝最初の消費者 ⇒ 流通業者との違い
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吉田美寸夫さん
(INTEC W &G)
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Systematic Nameで
分かるユーザはい
ない

全遺伝子を知ってる
ユーザはいない
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当時の相互作用DBは
ショボ過ぎ

文献情報しか頼れない

Yeast Proteome 
Databaseの利用

（マニュアルキュレー
ションによる商用DB)
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要旨収集
ではなくて
文献代読

オーミクスデータの
解析代行
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文献情報から探る相互
作用データの尤もらしさ
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競合データセットとの
重複
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複合体情報・遺伝的相
互作用・共発現情報
etc
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ネットワークの構造
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データの再現性
（信頼性）
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生産者の歓び

• これまでにない種類の作物を出荷したい

• 当然、流通業者も未経験

• 流通のさせ方にも工夫したい
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生産者の悲哀

• 生産者の気遣いを無視する“心ない”流通業
者が横行
– 消費者のための品質表示の無視

（core dataとnon‐core data）

• 生産者直売店は閉鎖の憂き目
– 前任地のwebsiteはリンク切れ

• そんなとき‥
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アノテーション更新版









データアーカイブ

• データ公開の代行

– 維持困難ＤＢの救済

• アノテーションの更新

– 消費者にとっては便利

– 生産者にとっては負担
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データの永代供養

• データ公開の代行

– 維持困難ＤＢの救済

• アノテーションの更新

– 消費者にとっては便利

– 生産者にとっては負担

• 論文からのリンク先更新
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ここから



ここへ
飛べるとよい



データ（生産者）の成仏

• データ公開の代行

– 維持困難ＤＢの救済

• アノテーションの更新

– 消費者にとっては便利

– 生産者にとっては負担

• 論文からのリンク先更新
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５年前‥

• 完全長cDNAデータの収穫期

– 出芽酵母の転写開始点

• ベクターキャップ法cDNAライブラリ

– 5’シングルパス （80K reads）

• UTGB(UT Genome Browser)によるデータ公開
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ORF

Non-ORF

cDNA
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酵母の統合ＤＢ









統合DBに求めたいもの

• 目につくこと

• 相乗効果を生む品揃え

• お墨付きが得られること

⇒ 作物を置かせて貰いたくなるお店

• それを支える人材

⇒ 優秀で親切な店員さん
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生産者の懸念

• オーミクス論文で最も役に立つのはサプリ

– DBにsubmitした生データよりも、解析済みデータ
の方が一般ユーザにはありがたい

• 消費者はあちこち廻ってサプリを落としてくる
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出版社がつぶれたら
どうなるんだろう？





雑誌のWebsite

森下研、伊藤研

DDBJ
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生産者の懸念

• オーミクス論文で最も役に立つのはサプリ

– DBにsubmitした生データよりも解析済みデータの
方が一般ユーザにはありがたい

• 消費者はあちこち廻ってサプリを落としてくる

• サプリの散逸を防ぐ手立て

• サプリを使いやすくする手立て
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将来のデータのために

• 論文概要
– 主に普通の論文
– アブストラクト以上、全文以下

• データ
– 主にオーミクス系論文
– サプリ

• DBにsubmitしないタイプのデータ
• 解析済みデータ

⇒ 協力を得るにはストレスを感じさせない規制
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最近‥

• メチロームデータの成長期

– 全ゲノムバイサルファイトシーケンス

– >1G reads 

• データの解析が大変‥

– どうやって世に出そうか

• 言い訳としてのデータ公開（＝ 最も再利用しにくい形
でのデータ公開）にはしたくない
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mut

wt

産むは易く、育てるは難し
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生産者から見た統合DBへの期待

• ユーザの目にとまりやすい環境

• データの相乗効果が期待できる環境

• よい生産者の証となるブランド力

• データの永代供養

• データの子育て支援

• 必要な人材の育成
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